






ステークホルダーの皆様へ

はじめに
本年3月11日に発生した東日本大震災による犠牲者の方々

に、深く哀悼の意を捧げるとともに、被災された皆様には心よ





















「KOBELCO VISION “G”」に向けた施策と2010年度の取り組み

・新興国（中国、インド）を中心とした
成長市場での需要増の着実な取り込み























（営業活動によるキャッシュ・フロー）
税金等調整前当期純利益が増加した一方で、たな卸資産
の増加により運転資金負担が増加したことなどから、当連
結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、前連
結会計年度並みの1,777億円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
有形及び無形固定資産の取得による支出が減少したこと
などから、当連結会計年度における投資活動によるキャッ
シュ・フローは、前連結会計年度に比べて236億円支出が
減少し、△966億円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
長期借入れ及び社債の発行による収入が減少したこと
などから、当連結会計年度における財務活動によるキャッ
シュ・フローは、
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神鋼環境ソリューション

696億円 31億円 4.5









神戸製鋼グループでは、技術開発本部の基礎的・先端的技術を、顧客や生産現場に密着した各事業部門の豊富
な技術と融合させ、材料、機械、環境、エネルギー、電子技術等の各事業分野における「オンリーワン製品」の創
出と「ものづくり力」の強化を効率的に推進しています。







コーポレート・ガバナンス

神戸製鋼グループは、企業としての社会的責任（CSR）を果たすことをグループ経営の重要な施策と位置付
け、企業倫理綱領に基づくさまざまな環境・社会貢献活動を推進しています。
コンプライアンスの強化や環境への配慮を基本に、多様なステークホルダーの皆様の満足度をさらに高めて
いくことで、社会とともに持続的に発展する企業グループを目指します。

当社は、企業を取り巻く経営環境が大きく変化する中、
ら晶、 専 に するな取り 動型、 槽な企業

�¯�”�Ù�è�”�Ä�~�¨�Ì�Æ�ï�µ 当社は囃 験樁頴に経営の と 書

鑲に 羊する験廉∵、会社 業る しぷ譶が椙







企業倫理綱領



それのあるものを内容として含むものや、株主の皆様に大
規模買付行為を受け入れるか否かを検討するのに必要な情
報と時間を提供しないものも想定されます。このような行
為は、いずれも当社の企業価値、ひいては株主共同の利益
を著しく損なうおそれのあるものです。



3. 検討評価
独立委員会が必要かつ十分な情報提供を受けたと判断し
た旨を開示し、その開示した日から以下の評価期間を確保
した上で、独立委員会が、大規模買付行為の妥当性を検討・
判断し、その結果に基づき対抗措置を発動すべきか否かを
取締役会に勧告するものといたします。
検討評価期間





影 響



環境経営の推進
神戸製鋼グループは、地球環境の保全がすべての生命体
に共通する最も重要な課題であり、より健全な地球環境
を次世代に引き継ぐことが私たちの使命であると認識し、
環境経営基本方針を策定し、事業活動のあらゆる面で環境
に配慮する環境経営の推進に努めています。社内に環境経
営委員会を設け、グループ全体で環境経営に取り組んでい
ます。



生物多様性への貢献
当社グループは、環境経営として取り組んできた活動を
生物多様性の視点で整理した、独自の指針を策定しまし
た。当社グループの主な取り組みを紹介します。

コベルコ生物多様性指針



代表取締役社長



本書に掲載されている財務情報の詳細につきましては、
以下のホームページで提供しております有価証券報告書及び決算短信をご覧ください。

神戸製鋼所ホームページ ＞ 株主・投資家の皆様へ ＞ IRライブラリー
有価証券報告書 http://www.kobelco.co.jp/ir/vlbl_security/index.html 

決算短信  http://www.kobelco.co.jp/ir/fncl_results/index.html
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連結損益計算書及び連結包括利益計算書
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